
富山河川国道事務所では、国道８号付加車線設置工事（小矢部地区交通
安全対策事業）において、１１月１２日（月）に富山県立大学工学部環境・社会
基盤工学科の学生を招き、現場見学会を実施しました。

本見学会は、社会資本整備の重要性や建設界の魅力についての理解を深
めていただき、建設界の担い手確保を目的に実施しているものです。

今回は、３年生２４名に参加していただき、茅蜩橋工事における矢板工の施
工状況の見学や、若手技術者、女性技術による建設界の魅力や仕事の経験
談を聞いていただきました。

～ 国道８号付加車線設置工事 ～
富山県立大学３年生が工事現場を見学しました
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